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ロイヤルエンフィールド、NEOPASA 清⽔にて 
公式カスタムバイク 3 台を特別展⽰ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
中型モーターサイクルセグメントのグローバルリーダーであるロイヤルエンフィールドは、2026

年 6 ⽉ 1 ⽇（⽉）から 2026 年 7 ⽉ 31 ⽇（⾦）まで、新東名⾼速道路のサービスエリア「NEOPASA

清⽔」にて、ロイヤルエンフィールド公式カスタムプロジェクトから誕⽣した 3 台のカスタムバイク

を特別展⽰いたします。 

 

展⽰するのは、「SAMURAI（SURESHOT）」「Challenger（CHERRY’S COMPANY）」「Royal 

Enfield-改（AN-BU Custom Motors）」の 3 台です。いずれも⽇本を代表するカスタムビルダーが⼿

がけた特別なカスタムバイクで、ロイヤルエンフィールドの持つクラシックな魅⼒と、各ビルダーの

⾼い技術⼒‧独⾃の感性が融合したモデルとなっています。 



  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SAMURAI 
Built by : SURESHOT 

Base model : ROYAL ENFIELD SHOTGUN 650 

 

千葉県⼋街市を拠点とするカスタムファクトリー「SURESHOT(シュアショット)」が製作。ヨコハ

マ ホット ロッド カスタム ショーに出展したほか、⽇本国内のドラッグレース選⼿権 JD-STAR にも参

戦しました。 

 

フレームは、そのほとんどを再設計しハンドメイド。フロントフォークや特徴的な形状のトリプル

ツリーはショットガン 650 のスタンダードを加⼯し装着しています。スイングアームはアルミ削り出

しのオリジナルで、リアショックは新たに設計したリンク式モノショック仕様とし、リアショックユ

ニットをシート下に配置しました。前後ホイールはアルミ削り出しのオリジナル。フロント 21 イン

チ、リア 16 インチとし、フロントはホイール中央のハブ内にディスクブレーキを内蔵したインボー

ドディスク構造としました。 

 

エンジンは、S&S 製ビッグボアキットを使⽤して排気量を 865cc にアップ。ロイヤルエンフィール

ドの英国テクニカルセンターのスタッフによって NOS システムを装着。さらなるパワーアップが図

られています。 

 

■ヨコハマホットロッドカスタムショー2024出展⾞両 



  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CHALLENGER 
Built by : CHERRY'S COMPANY  

Base model : ROYAL ENFIELD SUPER METEOR 650 

 

ハリウッドスターやアジアで活躍する俳優、HIP-HOP スターなどを顧客に持つほか、ハリウッドや

⽇本映画の劇中⾞両の製作も⼿掛けた、⽇本を代表するカスタムバイクビルダー「Cherry's 

Company (チェリーズ‧カンパニー)」。クルーザーモデルである「スーパーメテオ 650」を、クラシ

カルなサイドカーにカスタムしました。 

 

サイドカーを外し、単⾞のみで⾛⾏することも可能。またサイドカーを取り外したときに、⾞体セ

ッティングの変更が容易に⾏えるように、アールズフォークと呼ばれるフロントサスペンション‧シ

ステムも独⾃に設計されています。 

 

単⾞側のフレームや外装類も、すべて再設計。ベースモデルであるスーパーメテオの流線形のボデ

ィラインをさらに発展させながら、鉄製の燃料タンクやアルミ製のシートカウル、また FRP 製のサイ

ドカーと、異なる素材を使⽤し、そのすべてをハンドメイドしています。ビンテージカーのような雰

囲気を持たせるため、3 つのホイールはすべて⼤径の 60 本スポークホイールを採⽤しました。 

 

■ヨコハマホットロッドカスタムショー2023 出展⾞両 

※Challenger の展⽰は 6 ⽉ 30 ⽇まで 



  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Royal Enfield - 改 
Built by : AN-BU custommotors  

Base model : ROYAL ENFIELD CONTINENTAL GT 650 

 

愛知県名古屋市を拠点とするカスタムファクトリー「AN-BU Custom Motors (アンブ‧カスタムモ

ータース) 」が製作。ロイヤルエンフィールドが初めて⽇本拠点のカスタムバイクビルダーとコラボ

レーションし製作したカスタムバイクです。 

 

カフェレーサースタイルの「コンチネンタル GT 650」をベースに、1970 年代後半から 80 年代に

掛けて耐久レースなどで活躍したレーシングマシンが持つ、スピード感あふれるスタイルにカスタム

されています。 

 

アルミ板から叩き出して成型した燃料タンクは細く⻑く、その形状に合わせ、フレーム上部をアレ

ンジ。フロントフォークやブレーキ周りも、モチーフとなった年代のレースシーンで活躍したブラン

ドのアイテムをチョイス。オリジナルで製作したカーボン製カウルには、AN-BU のカスタムバイクで

は定番となっている、カウル中央からオフセットした場所にヘッドライトを配置。そのカウルからは

み出すようにデザインした排気管は、蛇がトグロを巻くように複雑なレイアウトでカウル中に収めら

れています。 

 

■⼤阪および東京モーターサイクルショー2023 出展⾞両。 



  

 

 
今回の特別展⽰では、ロイヤルエンフィールドの多彩なカスタムカルチャーと、⽇本のカスタムビ

ルダーによる卓越したものづくりの世界を間近にご覧いただけます。この機会にぜひお⽴ち寄りくだ

さい。 
 

ロイヤルエンフィールドカスタムバイク NEOPASA 清⽔ 展⽰概要 

展⽰期間：2026 年 6 ⽉ 1 ⽇ (⽉)〜7 ⽉ 31 ⽇(⾦) 

展⽰場所：NEOPASA 清⽔（静岡県静岡市清⽔区⼩河内 885） 

展⽰⾞両： 

‧SAMURAI（SURESHOT） 

‧Challenger（CHERRY’S COMPANY）※Challenger の展⽰は 6 ⽉ 30 ⽇まで 

‧Royal Enfield-改（AN-BU Custom Motors） 

 

※期間中に展⽰⾞両の⼊替えを予定しております。 

※展⽰⾞両は予告なく変更になる場合がございます。予めご了承ください。 



  

 

＜ロイヤルエンフィールドについて＞ 

 1901 年の創業以来、ロイヤルエンフィールドは美しいオートバイを作り続けてきた⼆輪⾞ブランドです。そのルー

ツは英国にあり、1955 年にマドラス(現チェンナイ)に製造⼯場を設⽴。以来ロイヤルエンフィールドは、インドのミッ

ドサイズ‧モーターサイクルセグメントの成⻑を牽引してきました。ロイヤルエンフィールドのモーターサイクルは、

美しく、シンプルで親しみやすく、ライディングする楽しさに溢れた乗り物である。それは我々ロイヤルエンフィール

ドが、⾃らを『Pure Motorcycling∕ピュア‧モーターサイクリング』と呼ぶ由縁です。 

 ロイヤルエンフィールドのプレミアムラインナップには、クルーザーの「METEOR 350(メテオ‧サンゴーマル)」、

650 パラレルツインモーターサイクルの「BULLET 650(ブリット‧ロクゴーマル)」、「CLASSIC 650(クラシック‧ロ

クゴーマル)」、「SUPER METEOR 650(スーパー‧メテオ‧ロクゴーマル）」、「CONTINENTAL GT650(コンチネンタ

ル‧ジーティー‧ロクゴーマル）」、アドベンチャー‧モーターサイクルでは「HIMALAYAN 450(ヒマラヤ‧ヨンゴー

マル）」、アイコニックな「GOAN CLASSIC 350(ゴアン クラシック‧サンゴーマル）」「BULLET 350(ブリット‧サン

ゴーマル）」、「CLASSIC 350(クラシック‧サンゴーマル）」があります。また我々は 2024 年に、新しいシティ＆電

動モーターサイクルブランド『FLYNG FLEA(フライング‧フリー)』を発表しました。それはモダンなデザインと先進技

術を融合させた、都市型モビリティカテゴリーにおける我々の新たなチャレンジでもあります。 

 また我々ロイヤルエンフィールドは、世界各地でモーターサイクルイベントを企画しています。とくに、毎年 11 ⽉

にインド⻄海岸のリゾート地ゴアの美しいビーチに、世界中からロイヤルエンフィールド‧ライダーが集まるイベント

「Motoverse(モトバース)」や、ヒマラヤ⼭脈の⾼地を⾛る「Himalayan Odyssey(ヒマラヤン‧オデッセイ)」が有名

です。世界中の⼈々がロイヤルエンフィールドを⾛らせる世界同⽇開催のライディングイベント「One Ride(ワンライ

ド)」も実施しています。 

 インドのトラック⼤⼿ Eicher Motors Limited (アイシャーモーターズ‧リミテッド)の⼀部⾨であるロイヤルエンフ

ィールドは、インドの主要都市に 2,000 以上の店舗を構え、世界 80 カ国以上に 1,200 を超える店舗を展開していま

す。また、ロイヤルエンフィールドは、英国のブランティングソープとインドのチェンナイに 2 つのテクニカルセンタ

ーを有し、インドの都市チェンナイ近郊のオラガダムとヴァラムヴァダガルに 2 つの最新鋭の⽣産施設を運⽤している

ほか、バングラデシュ、ネパール、ブラジル(2拠点)、タイ、アルゼンチン、コロンビアの 7 ヶ所に近代的な CKD(コン

プリート‧ノック‧ダウン)組⽴⼯場も有しています。 

 
 
 
ロイヤルエンフィールドのブランドや製品に関する詳細は下記公式ウェブサイトをご覧ください。 
https://www.royalenfield.co.jp 
 
全国の ROYAL ENFIELD 正規販売店は下記よりご確認いただけます。 
https://www.royalenfield.co.jp/dealers/ 
 
本件に関するお問い合わせ先：ロイヤルエンフィールドジャパン(総輸⼊発売元:ピーシーアイ株式会社)  
https://www.royalenfield.co.jp 

https://www.royalenfield.co.jp/
https://www.royalenfield.co.jp/dealers/
https://www.royalenfield.co.jp/

